
栃木県　塩原温泉・板室温泉活性化特集

良質の温泉、グルメ、歴史・文化に触れる旅
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が
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こ
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わ
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酒
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栃
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酒
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史
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化
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歴
史
あ
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泉
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原
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治
場
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日
本
遺
産
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　
旧
青
木
家
那
須
別
邸
。
ド
イ
ツ
様
式
の
建
物
が
美
し
く
、
コ
ス
モ
ス
に
映
え
る

　
元
勲
・
松
方
正
義
が
開
墾
し
た
千
本
松
牧
場

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
こ
だ
わ

り
の
朝
食
が
味
わ
え
る
の
が

「
朝
食
イ
ッ

ピ
ン
物
語
」。

朝
食
を
き
ち

ん
と
食
べ
る

の
が
健
康
の

第
一
歩
と
あ

っ
て
、
宿
泊

客
に
人
気

だ
。
「
ま
た

来
よ
う
」
と

思
わ
せ
る
効

果
も
生
ん
で

い
る
。

　
食
材
、
内

容
、
調
理
の

三
つ
の
こ
だ

わ
り
で
朝
を

演
出
す
る
。

地
元
産
の
米
や
み
そ
、
朝
ど

り
野
菜
、
卵
に
し
て
も
焼
い

た
り
、オ
ム
レ
ツ
に
し
た
り
、

生
卵
に
合
う
ト
ッ
ピ
ン
グ
を

用
意
し
た
り
…
と
工
夫
を
凝

ら
す
。

　
た
だ
黙
っ
て
出
す
だ
け
で

は
こ
だ
わ
り
の
ポ
イ
ン
ト
は

伝
わ
ら
な
い
。
ど
こ
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
の
か
言
葉
で
伝

え
た
り
、
お
品
書
き
で
示
し

た
り
し
て
い
る
。

　奥塩原新湯にある旅館・渓雲閣の「にごり湯」

　
レ
ト
ロ
感
漂
う
板
室
温
泉
の
中
に
新
し
さ
が
調
和
し
　

　
て
い
る
旅
館
「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｎ
山
喜
」

　
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
綱
を
つ
か
ん
で
入
浴
す
る
昔

　
な
が
ら
の
入
浴
法
「
綱
の
湯
」
（
板
室
温
泉
）

　
「
巻
狩
鍋
」
は
、
源
頼
朝

が
那
須
野
が
原
で
盛
大
に
狩

り
を
行
っ
た
こ
と
に
由
来
す

る
料
理
。
ほ
っ
こ
り
と
温
ま

り
、
食
べ
る
と
癖
に
な
る
料

理
だ
。

　
肉
と
野
菜
が
一
緒
に
入
っ

た
料
理
で
、
肉
の
種
類
と
入

れ
る
野
菜
は
問
わ
な
い
が
、

県
産
食
材
を
１
種
類
以
上
使

う
の
が
条
件
。
味
付
け
は
み

そ
や
し
ょ
う
ゆ
、塩
な
ど
で
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
腕
の
見
せ

ど
こ
ろ
と
な
る
。

　
今
年
の「
巻
狩
鍋
フ
ェ
ア
」

は
、

月
１
日
～
３
月

日

の
期
間
実
施
。
新
規
の
旅
館

・
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
を
含

め
、
軒
が
参
加
す
る
予
定
。

巻
狩
料
理
を
地
元
の
名
物
料

理
、
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
計
画
だ
。

　　　　　乃木希典那須野旧宅 　　　　　　紅葉の大山参道

那
須
疏
水
旧
取
水
施
設

　
塩
原
温
泉
は
１
２
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
多
く

の
文
人
墨
客
や
皇
族
方
が
愛

し
た
温
泉
地
で
も
あ
る
。
湯

量
豊
富
で
景
観
の
良
い
温
泉

地
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
半

径
５
㌔
以
内
に
１
５
０
も
の

源
泉
が
あ
り
、
毎
分
１
万
㍑

の
湯
が
湧
出
し
て
い
る
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
日
本
に


種
類
あ
る
泉
質
の
う
ち
、

実
に
６
種
類
を
有
す
る
と
い

う
珍
し
い
温
泉
地
で
あ
る
こ

と
。
美
肌
効
果
の
あ
る
三
大

美
人
泉
質（
炭
酸
水
素
塩
泉
、

硫
酸
塩
泉
、
硫
黄
泉
）
が
一

つ
の
温
泉
地
に
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
宿
が
温
泉
水
千
㍉
㌘

中
、
メ
タ
ケ
イ
酸

㍉
㌘
以

上
の
美
肌
の
湯
だ
。

　
温
泉
に
含
ま
れ
て
い
る
メ

タ
ケ
イ
酸
は
天
然
の
保
湿
成

分
で
、
肌
の
新
陳
代
謝
を
促

進
し
て
ツ
ル
ツ
ル
美
肌
の
効

果
が
あ
り
、
女
性
客
に
人
気

が
あ
る
。
ま
た
、
七
色
温
泉

で
も
あ
り
、
好
き
な
色
で
宿

を
選
ぶ
の
も
楽
し
い
。

　
板
室
温
泉
は
１
０
５
９
年

開
湯
の
歴
史
あ
る
温
泉
地
。

効
能
の
良
さ
か
ら
「
下
野
の

薬
湯
」
と
親
し
ま
れ
、
た
く

さ
ん
の
湯
治
客
が
訪
れ
た
。

　
古
い
歴
史
と
昔
な
が
ら
の

情
緒
を
残
し
な
が
ら
も
、
最

近
は
モ
ダ
ン
な
新
し
い
旅
館

が
立
ち
並
び
、
懐
か
し
さ
と

新
し
さ
が
調
和
し
て
い
る
温

泉
地
で
、
静
か
な
た
た
ず
ま

い
を
好
む
人
に
は
う
っ
て
つ

け
だ
。

　
泉
質
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純

泉
な
ど
で
、刺
激
が
少
な
く
、

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て

体
を
温
め
る
と
日
頃
の
疲
れ

や
ス
ト
レ
ス
が
と
れ
る
。

　
那
須
塩
原
市
産
牛
乳
（
生

乳
生
産
額
本
州
一
）
と
栃
木

県
産
い
ち
ご
（
生
産
量
日
本

一
）
を
組
み
合
わ
せ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
す

る
の
が
「
い
ち
ご
と
み
る
く

フ
ェ
ア
」
。
パ
ン
ケ
ー
キ
や

ド
リ
ン
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
る
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
飲
食
店

な
ど
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
料
理
人

や
菓
子
職
人
が
プ
ラ
イ
ド
を

賭
け
て
創
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
イ
ー
ツ
は
女
性
や
子
ど

も
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
を
目

当
て
に
訪
れ
る
ス
イ
ー
ツ
男

子
も
少
な
く
な
い
。

　
フ
ェ
ア
は

月
１
日
～
５

月

日
に
実
施
す
る
。
約


の
施
設
が
参
加
す
る
予
定
。

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意

し
て
、
観
光
客
を
迎
え
る
。

　
旅
に
欠
か
せ
な
い
お
酒
。

と
り
わ
け
地
酒
は
日
本
酒
好

き
の
心
を
捉
え
る
。
浴
衣
姿

で
差
し
つ
差
さ
れ
つ
、
ま
さ

に
旅
の
醍
醐

味
で
あ
る
。

　
酒
ど
こ
ろ

の
イ
メ
ー
ジ

は
あ
ま
り
な

い
栃
木
だ

が
、
江
戸
時

代
は
江
戸
へ

の
日
本
酒
の

一
大
供
給
地

で
あ
り
、
多

く
の
酒
蔵
が

県
南
地
域
に

あ
っ
た
と
い

う
。

　
酒
を
造
る

上
で
欠
か
せ
な
い
水
が
奇
麗

で
お
い
し
い
こ
と
か
ら
、
酒

造
好
適
米
「
夢
さ
さ
ら
」
で

造
ら
れ
る
地
酒
も
増
え
て
お

り
、
ぜ
ひ
飲
ん
で
み
た
い
。

　
「
那
須
塩
原
地
酒
物
語
」

で
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
厳

選
し
た
地
酒
を
利
き
酒
や
飲

み
比
べ
で
き
る
。

　
あ
る
宿
は
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の

３
セ
ッ
ト
を
用
意
、
い
ず
れ

も
千
円
で
提
供
。
じ
っ
く
り

と
味
わ
い
、
う
ん
ち
く
を
語

る
の
も
い
い
。

　
栃
木
県
北
部
に
広
が

る
日
本
最
大
級
の
扇
状

地
「
那
須
野
が
原
」
。

２
０
１
８
年
５
月
に

「
日
本
遺
産
」
に
認
定

さ
れ
、
那
須
塩
原
の
新

た
な
観
光
資
源
と
な
っ

て
い
る
。

　
那
須
野
が
原
は
那
珂
川
と

箒
川
に
囲
ま
れ
た
約
４
万
㌶

の
扇
状
地
で
、
明
治
初
年
ま

で
人
の
住
め
な
い
荒
野
だ
っ

た
。

　
明
治
政
府
の
殖
産
興
業
政

策
の
下
、
政
府
の
要
職
だ
っ

た
華
族
ら

が
私
財
を

投
じ
大
規

模
な
開
拓

に
乗
り
出

し
、
今
日

の
礎
を
築

い
た
歴
史
が
評
価
さ
れ
、
日

本
遺
産
認
定
と
な
っ
た
。

　
山
縣
有
朋
、
大
山
巌
、
乃

木
希
典
、
松
方
正
義
、
西
郷

従
道
、
青
木
周
蔵
と
い
っ
た

そ
う
そ
う
た
る
人
物
が
開
拓

に
関
わ
り
、
彼
ら
の
別
荘
の

幾
つ
か
は
今
も
残
り
、
当
時

を
し
の
ば
せ
る
。

　
例
え
ば
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
「
旧
青
木
家

那
須
別
邸
」
は
、
那
須
野
が

原
に
展
開
さ
れ
た
華
族
農
場

に
お
け
る
別
荘
文
化
を
象
徴

す
る
ド
イ
ツ
様
式
の
建
物

だ
。

　
ま
た
、
東
京
ド
ー
ム
１
７

８
個
分
と
い
う
広
大
な
土
地

で
乳
牛
約
５
０
０
頭
を
飼
育

し
て
い
る
千
本
松
牧
場
は
、

元
勲
・
松
方
正
義
が
開
墾
し

た
も
の
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
こ
の
ほ
か
、
那
須
塩
原
に

は
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産

で
あ
る
「
那
須
疏
水
」
も
あ

る
。
那
須
疏
水
は
福
島
県
の

「
安
積
疏
水
」
、
京
都
府
の

「
琵
琶
湖
疏
水
」
と
並
ぶ
日

本
三
大
疏
水
の
一
つ
だ
。

　
旧
取
水
施
設
や
西
岩
崎
頭

首
工
な
ど
見
ご
た
え
が
あ

る
。


